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　いきいきクラブの「スキー・スノーボード教室」が山形県の「米沢スキー場」
で開かれ、参加した27人が飯舘スキークラブ（林良蔵会長）の会員（SAJ公
認指導員）の指導を受けながら、スキーやスノーボードを楽しみました。
　２回目の教室は、２月11日に「栗子スノーパーク」で開かれます。
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け
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卒
業
時
に
学
校
の
敷
地
内
に
埋

め
た
タ
イ
ム
カ
プ
セ
ル
の
掘
り

出
し
を
、
成
人
式
の
前
に
行

い
ま
し
た
。
▽
吹
雪
の
中
、
１

時
間
か
け
て
掘
っ
た
も
の
の
…

残
念
な
が
ら
見
つ
か
ら
ず
。
▽

「
10
年
後
に
掘
り
出
そ
う
」
と

の
こ
と
。
▽
10
年
後
の
楽
し
み

が
、ま
た
一
つ
増
え
ま
し
た
ね
。

12月の出動 火災  1件（1月からの累計 　5件）

　　　　　　救急23件（1月からの累計275件）

１
21

▲  佐藤県知事から賞状の伝達を受ける村長

ご寄付ありがとう

○村教育委員会・村内各小学校・中学校
　▶ 菅野　治さん（小宮）から図書２種類 各５冊
○農村楽園基金
　▶ 村上克枝さん（前　田）から金 10,000円
○いいたて福祉会
　▶ 佐藤利夫さん（上飯樋）から金 50,000円
○飯舘村社会福祉協議会
　▶ 星　　皜さん（八和木）から金100,000円
　▶ 佐藤利夫さん（上飯樋）から金100,000円

ありがとうございました。（１月24日現在）

　

昨
年
９
月
か
ら
今
年
１
月
末

ま
で
募
集
し
た
「
10
年
後
に
配

達
さ
れ
る
手
紙
」。
担
当
の
教

育
委
員
会
に
よ
る
と
、
投
函
数

は
１
６
０
０
通
を
超
え
た
そ
う

で
す
。
▽
臼
石
小
学
校
の
卒
業

生
で
今
年
の
成
人
者
た
ち
が
、

火災・救急情報

　県などが主催する「第25回福島県建
築文化賞」の表彰式が福島市で開かれ、
飯樋小学校が優秀賞を受賞しました。
　この表彰は、平成12年度から17年度
までの間に完成し、すでに１年以上使用
している建築物が対象で、今回は県内か
ら73件の応募がありました。
　審査の結果、３部門（建築文化賞、優
秀賞、特別部門賞）に合わせて８点が選
定され、このうち優秀賞には飯樋小学校
など３点が選ばれました。

１
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　飯樋小学校の選定理由は、「高低差のある敷地形状を
できるだけ生かし、円弧状の長いスロープと各教室が
巧みに配置され、校舎内外に児童の居場所となる様々
な仕掛けが設けられていて、楽しい空間が演出されて
いること」などです。
　同校は、平成17年６月にも㈳文教施設協会から、公
立学校優良施設として会長賞を受けています。
　また、村における県建築文化賞の受賞は、平成14年
の「いいたてホーム」（優秀賞）、18年の「笠石団地」（特
別部門賞）に次いで３件目です。

▲  受賞した飯樋小学校

福島県建築文化賞「優秀賞」
村内で３件目の受賞

飯樋小学校

白銀のゲレンデでウィンタースポーツを満喫
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▲�左上：鏡開きをする推進協議会の役員と来賓、右上：合唱を披露する飯舘中チョボレンジャー合唱隊、左下：万歳三唱する出席者ら、右下：
新年のあいさつを述べる推進協議会の役員

▲ �10大ニュースの結果を発表する
児童代表〔左から高野拓未君・
佐藤雄我君（臼石小）、田村孝介
君（飯樋小）、和田麻美さん・星
伸克君（草野小）〕 ▲

�

村
民
憲
章
唱
和
を

進
め
る

　

佐
藤
友
美
さ
ん

（
飯
樋
小
）

▲�祝辞を述べる加藤貞夫
県議会議員

▲�祝辞を述べる太田豊秋
参議院議員

　

今
年
で
22
回
目
を
迎
え
る
「
新
春
村
民
の
つ
ど
い
」
が
村
公
民
館
で
開
か
れ
、
村
民
ら
約

１
５
０
人
が
出
席
し
て
新
春
を
祝
い
ま
し
た
。

　

つ
ど
い
で
は
、
は
じ
め
に
セ
レ
モ
ニ
ー
が
行
な
わ
れ
、
飯
舘
中
学
校
吹
奏
楽
部
と
飯
舘
中

学
校
チ
ョ
ボ
レ
ン
ジ
ャ
ー
合
唱
隊
が
、
演
奏
や
合
唱
を
披
露
。

　

そ
の
後
、
主
催
者
の
い
い
た
て
村
づ
く
り
推
進
協
議
会
の
役
員
が
、
そ
れ
ぞ
れ
新
年
の
あ

い
さ
つ
を
述
べ
た
の
に
続
き
、「
平
成
18
年
村
の
10
大
ニ
ュ
ー
ス
」
の
結
果
発
表
と
表
彰
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

記
念
パ
ー
テ
ィ
ー
で
は
、
宮
内
芸
能
保
存
会
（
大
東
勇
会
長
）
に
よ
る
芸
能
の
披
露
や
、

立
村
50
周
年
記
念
事
業
と
し
て
製
作
し
た
ビ
デ
オ
「
50
年
間
の
村
の
歩
み
」
が
上
映
さ
れ
ま

し
た
。

　

ま
た
、
会
場
に
は
村
商
工
会
の
有
志
に
よ
る
屋
台
が
並
び
、
手
打
ち
そ
ば
や
お
好
み
焼
き
、

焼
き
鳥
な
ど
の
ほ
か
、「
イ
ー
タ
テ
ベ
イ
ク
じ
ゃ
が
い
も
研
究
会
」
の
試
作
品
も
用
意
さ
れ
、

出
席
者
ら
は
、
お
い
し
い
料
理
や
華
や
か
な
パ
ー
テ
ィ
ー
を
楽
し
み
な
が
ら
、
村
の
新
年
を

喜
び
合
っ
て
い
ま
し
た
。

新年を祝い 華やかに「新春村民のつどい」

▲屋台の前で料理を受け取る出席者ら ▲「ゆめ工房」の皆さんによる手作り小物の販売 ▲地元伝能を披露した宮内芸能保存会

▲村長から目録の贈呈を受ける髙野さん

平成18年 村の10大ニュース
第１位は「立村50周年記念祭」
　金賞は、９問正解者８人の中から抽選により当選された髙野
友紀さんに、ＤＶＤビデオレコーダーが贈られました。

（銀賞：緑のふるさと商品券、銅賞：きこり利用券、図書カード）

10
大
ニ
ュ
ー
ス
当
選
者
（
敬
称
略
）

金
賞　

髙
野
友
紀
（
関
沢
）

銀
賞　

北
里
愛
莉
（
草
野
）、
小

泉
久
美
子
（
草
野
）、
赤
石
澤
秋

子
（
伊
丹
沢
）、
菅
野
信
子
（
小

宮
）、
大
澤
敏
（
飯
樋
町
）、
熊

谷
康
子
（
飯
樋
町
）、
齋
藤
ち
か

子
（
大
久
保
・
外
内
）、
佐
藤
昌

子（
関
根・松
塚
）、髙
倉
雅
美（
前

田
）、
宮
下
絵
里
子
（
飯
舘
中
講

師
）

銅
賞　

木
幡
佳
代
（
深
谷
）、
新

谷
優
子
（
伊
丹
沢
）、
鈴
木
昌
幸

（
伊
丹
沢
）、佐
藤
匠
（
伊
丹
沢
）、

伊
東
茜
里
（
関
沢
）、三
浦
盛
（
小

宮
）、
飯
畑
秀
夫
（
小
宮
）、
菅

野
長
徳
（
小
宮
）、大
河
内
渚
（
八

木
沢
・
芦
原
）、
大
内
郁
樺
（
佐

須
）、
大
久
保
キ
ミ
ノ
（
宮
内
）、

西
川
あ
か
ね
（
宮
内
）、
小
林
光

平
（
飯
樋
町
）、
髙
橋
諒
太
（
飯

樋
町
）、北
山
惠
美
子（
飯
樋
町
）、

佐
藤
聡
太
（
前
田
・
八
和
木
）、

青
木
公
男
（
大
久
保
・
外
内
）、

細
川
大
樹
（
上
飯
樋
）、
細
川
梨

香
（
上
飯
樋
）、
大
澤
真
子
（
上

飯
樋
）、
菅
野
一
樹
（
比
曽
）、

菅
野
大
喜
（
比
曽
）、
髙
野
瑛
里

（
長
泥
）、
高
橋
寿
熙
（
長
泥
）、

佐
々
木
華
純
（
二
枚
橋
・
須
萱
）

　　　       平成18年 村の10大ニュース結果           （投票総数：1,787票）

順位 項　　　　　　　　　　　目 票 数

1 9月30日 盛大に「飯舘村立村50周年記念祭」を開催。会場には村民2500人が訪れ、多彩な催しを通して村の50周年を祝い、
今後の発展を誓う。前日には 5 団体のバンドが参加し前夜祭も開催。 1,321 

2 10月7日 八木沢峠で地すべりや法面崩落が発生し、県道が約１ヶ月間通行止めに。 1,182 

3 4月～12月「立村 50 周年記念事業」を実施。出生・結婚・金婚夫婦に記念証を交付。「10 年後に配達される手紙」の発売
と受付を開始。９月には「セントラル愛知交響楽団演奏会」、10 月には「ほのぼのコンサート」など。 1,122 

4 6月25日 村独自の子育て支援事業「いいたてまでい子育てクーポン交付式」が行なわれ、18 歳以下の子どもを３人以上
養育している保護者へ５万円分のクーポンを交付。 1,056 

5 2月27日 県内初のどぶろくが飲める農家レストラン「氣まぐれ茶屋ちえこ」がオープンし、どぶろくのお披露目会が開
かれる。 1,034 

6 11月19日 「第 18 回ふくしま駅伝大会」で飯舘村チームが村の部で２位、総合 15 位と健闘。総合１人、村の部５人の計
６人が区間賞に輝く。 928 

7 8月～10月
小・中学生が各音楽コンクールで優秀な成績を収める。飯樋小合唱部は「ＴＢＣこども音楽コンクール福島地
区大会」で優秀賞を、「第 73 回ＮＨＫ全国学校音楽コンクール相馬地区大会」で最優秀賞（同福島県大会・銀賞）。
飯舘中吹奏楽部は「第 60 回福島県下小中学校音楽祭相馬地区大会」で最優秀賞（同福島県大会・銅賞）。

761 

8 11月17日 飯舘流スローライフを表す「までい」マークを商標登録。今後マークの活用で独自ブランドをアピール。 579 
9 8月～11月 カメ虫や穂イモチ病の発生などにより、米の品質が低下。 539 
10 12月10日 村内のトルコギキョウ販売額が１億円を突破。関係者らが「達成祝賀会」を開催。 528 
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